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論文内容の要旨

本論文は、励起三重項を経由する発光を示す重金属錯体を用いた有機発光ダイオードについて、分子間一分子内エ

ネルギー移動過程に着目することによる青色~赤外に至る発光色の制御、および発光効率の向上について検討し、素

子の設計指針およびその有用性について論じたものであり、以下の三章から構成されている。

第 l 章では、ネオジム(皿)、イッテルビウム (ill)、エルビウム (ill) 錯体を発光層として用いた近赤外有機発光

ダイオードの構築を試み、室温下において電気励起によるこれらのイオンからの近赤外発光を得ることに成功した。

また錯体の発光量子収率、配位子一イオン聞のエネルギー構造についての知見から、分子内エネルギー移動効率につ

いて議論した。さらに素子特性の検討から、素子の発光効率と、リン光素子に見られる高電流密度下での失活過程に

ついて考察した。

第 2 章では、高い発光量子収率を持ちながら、熱安定性・溶媒への溶解性の低さから素子に用いることが困難であっ

たランタニドキノリノラト錯体に着目し、配位子に長鎖アシル基を導入することによる溶媒への可溶化を試みた。ま

たスピンコート法を用いることで素子化を行い、ポリマードープ素子からの近赤外エレクトロルミネッセンスを得る

ことに成功した。

第 3 章では、青~赤色に発光するリン光性イリジウム (ill) 錯体を用いたポリマードープ素子を作製し、それぞれ

の錯体起因の高効率な発光を得ることに成功した。また緑・赤色の二成分を導入した素子について、緑~赤色への分

子間三重項一三重項エネルギー移動の可能性を示し、それによる赤色発光効率の大幅な向上に成功した。さらに青・

黄・赤色の三成分を素子に導入することにより、高効率な白色素子が得られることを示し、リン光素子の高効率化、

発光色制御における錯体聞のエネルギー移動過程の重要性を明らかにした口

論文審査の結果の要旨

電極聞に挿入された発光性有機化合物の薄膜に電荷を注入することで駆動する有機発光ダイオード (Organic

Light Emitting Diode : OLED) は、薄型の構造、自発光型であるという特徴から、次世代の表示素子、光通信用

光源、さらには照明への応用が注目されている。本研究は、 OLED の高効率化に有効と考えられている励起三重項
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を経由する発光を示す重金属錯体を用い、分子間一分子内エネルギー移動過程に着目することによる青色~赤外域、

さらには白色に至る発光色の制御、および発光効率の向上について検討し、素子の有用性について論じたものである o

得られた成果を要約すると以下の通りである。

(l)OLED の光通信用光源への応用の観点から、近赤外域に発光を示す材料としてネオジム、イッテルビウム、エ

ルビウム錯体を選出し、それらの光物性について精査することで、分子内エネルギー移動過程と発光効率の相関につ

いての知見を得ている o また、実際にこれらの錯体を素子化することにより、電気励起による近赤外光を得ることに

成功している。

(2)高い発光効率を持ちながら難溶性であるためにポリマー OLED のドーパントとして用いることが出来なかった

ネオジムキノリノラト錯体の可溶化の指針として、長鎖アシル基を導入することを提案し、実際に錯体合成を行い溶

解性の向上に成功している o また得られた錯体を用いたポリマー OLED を作製し、電気励起による近赤外発光に成

功している。

(3)室温下、高効率のリン光を呈するイリジウム錯体群を発光種として用い、ポリマー OLED からのそれぞれの錯

体起因の青、緑、黄、赤色の発光を得、従来型の素子の効率を上回る値を実現している。また、緑・赤の二成分を導

入することにより、分子間エネルギー移動過程を利用した発光色の制御、および赤色の発光効率向上に成功している。

さらに上記の系より得られた知見に基つeき、青・黄・赤色の三成分を組み合わせることによる色再現性のよい白色発

光を得ることに成功している。

以上のように、本論文はランタニド、およびイリジウム錯体の OLED への適用についての検討を行い、各錯体か

らの電気励起による発光を得るとともに、分子間一分子内エネルギー移動を利用した発光色の制御、および発光効率

の向上に成功している。これらの成果は、リン光性重金属錯体を発光層とする OLED の開発に頁献するところが大

きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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